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病床機能再編支援補助金の活用について
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・「病床機能再編支援補助金」を活用するには、地域医療構想調整会議において病床再編が地域医療構想の実現に

必要なものか確認することが必要になります。

・本県としては、３つの医療機関がいずれも当該補助金の申請条件を満たしていると考えています。

・次ページ以降に審査内容を示しますので、当該補助金の活用に関してご意見を伺います。

令和５年度の申請状況（福井地域）
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医療機関 開設者 管理者
病床削減の内容

削減前（平成３０年度） 削減後（令和６年度）

岩井病院

（福井市日之出２丁目）

医療法人社団

成蹊会
岩井 晃男

急性期 ４２床

回復期 ０床

慢性期 １８０床

休 床 ０床

急性期 ４０床（ △２床）

回復期 ４０床（＋４０床）

慢性期 １２０床（△６０床）

休 床 ０床

合 計 ２２２床 合 計 ２００床（△２２床）

荒川整形外科医院

（福井市高木町）

医療法人社団

緑泉会
荒川 弥二郎

急性期 １９床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

急性期 ０床（△１９床）

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

合 計 １９床 合 計 ０床（△１９床）

西ウイミンズクリニック

（福井市木田２丁目）

医療法人

西ウイミンズ

クリニック

西 修

急性期 ９床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

急性期 ０床（ △９床）

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

合 計 ９床 合 計 ０床（ △９床）



【申請医療機関の概要】

・所在地：福井市日之出２丁目１５番１０号 ・開設者：医療法人社団成蹊会 理事長 岩井 晃男

・管理者：岩井 晃男 ・病床数：病床数２２２床（削減前。平成３０年度。一般４２床、療養１８０床）

・診療科：内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、糖尿病内科、リウマチ科、小児科、外科、整形外科、リハビリテーション科

【申請条件と審査】

・審査の結果、岩井病院は「病床機能再編支援補助金」の要領で定められている申請条件をすべて満たしている

ことが確認できる。

岩井病院は、病床機能再編支援補助金（単独支援給付金）の申請条件を満たしているか。

申請条件 審査 評価

①平成３０年度病床機能報告において、

高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの稼働病床を報告

① 平成３０年度病床機能報告において、急性期、慢性期の稼働病床を報告

② 令和６年度に補助対象となる急性期、慢性期の稼働病床を６２床削減

※４０床は回復期病床に転換しているため補助対象外

③ 稼働病床を２８％削減（急性期、慢性期病床１６０床／総稼働病床２２２床）

〇

（適合）

②高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの病床を削減

〇

（適合）

③削減後の病床数が平成３０年度病床

機能報告における高度急性期、急性

期、慢性期の総稼働病床の90％

以下であること。

（稼働病床を10％以上削減）

〇

（適合）

区 分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休床 合計

平成３０年度

病床機能報告
0床 42床 0床 180床 0床 222床

削減後の病床

(令和６年度)

0床 40床

（△2床）

40床

（+40床）

120床

(△60床)

0床 200床

(△22床)

４
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申請条件 審査 評価

①平成３０年度病床機能報告において、

高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの稼働病床を報告

① 平成３０年度病床機能報告において、急性期の稼働病床を報告

② 令和５年度に補助対象となる急性期の稼働病床を２床削減

※１７床は令和３年度に削減しているため補助対象外

③ 稼働病床を１００％削減（急性期病床１９床／総稼働病床１９床）

〇

（適合）

②高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの病床を削減

〇

（適合）

③削減後の病床数が平成３０年度病床

機能報告における総稼働病床の90％

以下であること。

（稼働病床を10％以上削減）

〇

（適合）

区 分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休床 合計

平成３０年度

病床機能報告
0床 19床 0床 0床 0床 19床

削減後の病床

(令和５年度)

0床 0床

（△19床）

0床 0床 0床 0床

(△19床)

【申請医療機関の概要】

・所在地：福井市高木町５１－８ ・開設者：医療法人社団緑泉会 理事長 荒川 弥二郎

・管理者：荒川 弥二郎 ・病床数：一般病床１９床（削減前。平成３０年度）

・診療科：整形外科、リハビリテーション科、リウマチ科

【申請条件と審査】

・審査の結果、荒川整形外科医院は「病床機能再編支援補助金」の要領で定められている申請条件をすべて満たして

いることが確認できる。

荒川整形外科医院は、病床機能再編支援補助金（単独支援給付金）の申請条件を満たしているか。
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申請条件 審査 評価

①平成３０年度病床機能報告において、

高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの稼働病床を報告

① 平成３０年度病床機能報告において、急性期の稼働病床を報告

② 令和５年度に補助対象となる急性期の稼働病床を９床削減

③ 稼働病床を１００％削減（急性期病床９床／総稼働病床９床）

〇

（適合）

②高度急性期、急性期、慢性期のいず

れかの病床を削減

〇

（適合）

③削減後の病床数が平成３０年度病床

機能報告における総稼働病床の90％

以下であること。

（稼働病床を10％以上削減）

〇

（適合）

区 分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休床 合計

平成３０年度

病床機能報告
0床 9床 0床 0床 0床 9床

削減後の病床

(令和５年度)

0床 0床

（△9床）

0床 0床 0床 0床

(△9床)

【申請医療機関の概要】

・所在地：福井市木田２－２１０２ ・開設者：医療法人西ウイミンズクリニック 理事長 西 修

・管理者：西 修 ・病床数：一般病床９床（削減前。令和３０年度）

・診療科：産婦人科、内科

【申請条件と審査】

・審査の結果、西ウイミンズクリニックは「病床機能再編支援補助金」の要領で定められている申請条件をすべて

満たしていることが確認できる。

西ウイミンズクリニックは、病床機能再編支援補助金（単独支援給付金）の申請条件を満たしているか。
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【福井・坂井構想区域】

医療機能

2014年

（平成26年）

7月１日時点

（構想策定時）

2023年

（令和5年）

7月1日時点

令和5年7月2日～令和6年3月31日の増減

（病床機能再編支援補助金の活用によるもの）
2025年必要病床数

病床数

Ａ

病床数

Ｂ

病床増減数

Ｃ

2023年度末

病床数

Ｅ(Ｂ－Ｃ)

2014年7月

からの増減

Ｆ(Ｅ－Ａ)

病床数

Ｇ

2014年7月

からの増減

Ｉ(Ｇ－Ａ)
増減内訳

Ｄ

高度急性期 1,275 850 850 △ 425 588 △ 687

急性期 2,630 2,280 △ 21

岩井病院 ⇒ 削減△2
荒川整形外科医院 ⇒ 削減△2
西ウイミンズクリニック ⇒ 削減△9
坂井市立三国病院 ⇒ 削減△8

2,259 △ 371 1,691 △ 939

回復期 558 1,073 40岩井病院 ⇒ 転換＋40 1,113 555 1,502 944

慢性期 1,344 965 △ 60
岩井病院 ⇒ 転換△40（回復期）
岩井病院 ⇒ 削減△20

905 △ 439 871 △ 473

休床等 155 96 96 △ 59 △ 155

合計 5,962 5,264 △ 41 5,223 △ 739 4,652 △ 1,310

病床削減などが地域医療構想の方向性と合っているか。

・福井・坂井地域医療構想においては、２０２５年に急性期病床および慢性期病床の過剰が見込まれている。

・今回の３つの医療機関による病床削減は、人口減少や高齢化等を見据えた病床の削減・転換を進める地域医療構想

の趣旨に適合すると考えられる。


